



平成3年度に 同勉強会 は石川県医師会館 に て 下記 の 如く施行




永 川 宅 和
第39回北陸肝胆膵勉強会
日 時 : 平成 3年 3月13日 (水)
場 所 : 石 川県医師会館 4階ホ ー ル
当番幹事 : 厚生連高岡病院外科 橋川弘勝




日 時: 平成 3年 6月1 1日 ( 火)
場 所 : 石川県医師会館 4階ホ ー ル
当番幹事 : 金沢大学放射線科 角谷真澄
話題提供 :｢肝胆膵の 外傷性損傷 一 画像診断 を中心 に-｣
市立砺波総合病院外科部長 小杉光世 先生
症例提示 :
1) 金沢大学第 2外科 太田哲夫 先生
症例 67歳 女性
各種検査に よ り , 肝 の S4病変 が胆管細胞癌かあ るい は 炎症性
腰痛 と考え られ 一 両 老の 鑑別 が画像上困難であ っ た 1 例
第41回北陸肝胆膵勉強会
日 時 : 平成3年 9月 4 日( 水)
場 '所 : 石川県医師会館 4階ホ ー ル
当番幹事 :金沢医科大学 一 華外科 ･ 消化器外科
′~
秋山高儀
話題境供 : ｢当院 で 行 っ て い る肝 内結石症 に 対す る
治療方針｣
福井県済生会病院外科医長 三井 毅 先生
症例提示 :
1) 金沢大学第2外科 森 和弘 先生
症例 66歳 男性
術前診断に難渋 した 膵頭部腰痛 の 1例







総胆管結石症 と阻 道良性狭窄が疑わ れ た が 胆 管癌も完全には
否定 で きず , 膵頭十 二 指腸切除術を施行 した 1 例
第42回北陸肝胆膵勉強会 ･
年 度 末 大 会
日 時 : 平成 3年1 2月11 日(水)
場 所 : 石 川県医師会館 4階 ホ ー ル
当番 幹事 : 辰 口 芳珠記念病院放射線科 井 田正博





岡井 乱 澤武紀堆(金沢大学が ん研究所内科)
症例 は 一 74歳男性 ･
'
86年 に 肝細胞癌に て S8 の 亜 区域切除衛
の 既往が あ･jた ･
'
89年1 0月 , A F P 36.5ng/ml, PIV K A Ⅷ 0.8
A U/ml と上 昇 し , C Tに て S O Lが 認 め られ 入 院 した . eA b
(+) の B型慢性肝炎 があり , M RI と血管造影で 机 .5c m 大の
H C C(S6) と 診断 した . A D M 15mg, M M C 5mg, lipiodoIL 5
mlを 超選択的に 動注後 , gelfo r m に て T A Eを終了 した . 3週
間後よ り胆道系優位の 肝機能異常 が出現 し , 腹部 エ コ ー , C T
に て S6 に 最大径 10c m 大の 数個の 嚢脂性病変 が認め られ た. 肝
胆道ス キ ャ ン に て , 同病変部位 に RIの 停滞 が み られ た . エ
コ ー ガ イ ド下嚢胞穿刺 に て胆汁が採取 され , 同造影に て , 末梢
胆管の 拡張像 が描出され , bilo m aと診断 した .
2 ･ 肝外 門脈閉塞症 と の 鑑別 が 困難であ っ た sple n o adr e n oren-
al シ ャ ン ト の 1 例
小市勝之, 有 川久 美 , 東 滋
春藤俊 一 郎 , 西 野雅美 , 岡田俊英
増永高時 , 竹 田康男 , 竹田亮祐
(金沢大学第2内科)
石 田文生 , 大村健 二 (同 第1外科
松井 修 (同 放射線科)
野々 村昭 孝 ( 同 病理部)
症例ほ65歳, 女性 . 主 訴ほ意識障害 . 肝組織は 門脈域の 軽度
線維化 ∴陣腰 は認め る が , 食道静脈癌ほ な し , 血 管造影の 門脈
相で ほ 門脈本幹は造影 され ず sple n o adr en or e n alshu nt を介し
て 1t-r e n alv ein, IV Cへ の 血 流を認 め た . バ ル ー ン に て shu nt
を 閉鎖す る こ と に よ り 門脈本幹が造影 され , そ の 前後で門脈圧
は 81m mH20 と 107m mH20 で 正 常 で あ っ た , ま た本例ほ動脈
硬化に よ る と思わ れ る c elia c artery と S M Aの 閉塞 を伴っ てお
り , 肝臓 へ の 血 流の 低下が 肝予備能を悪化 させ , 肝予備能の低
下 を伴 い , 肝性脳症が出現 し増悪 した 可能性も考 え られ る . 現
在肝不 全用経 口 栄養剤を投与 し , 脳症 の 発 現 ほ 見 られ て い な
3 . Dyn a mic M RIに よ る肝癌の LipiodoIT A E後の 治療効果判定
蒲 田敏文 , 松井 修, 角谷真澄
小林昭彦 , 小林 健 , 荒川文数
上 田隆之, 秋 元 学 , 宮山士朗
野島治乱 牧 田伸三 , 加村 毅
高島 力(金沢大学医学部放射線科)
799
LipiodoI T A E後 の 肝癌 の 治療効果判定 に お け る Dyn a mic
MRIの 有用性 に つ い て 検討 した . T A Eを 施行 した肝癌55症例
66病巣. 径は 1.0～ 1 0c m(平均3.5c m), M RI撮像ま で の 期間は
1 ケ月 ～ 42ケ 月 (平均10.5ケ月). MRIほ TI W I, T 2 W Iを 撮像
乱 3杖の m ultislic e の dyn amic study(G R E法, 100/ 1 3/
90
d
)を行 っ た . 腫瘍濃染の 有無に つ き , M RIの e arly sc a nと
D S A を比較 した . そ の 結果, 単純 の M RIの 信号 強度 に よ る評
価は不十分てある こ と . Dyn amic M RI は D S Aと 同等あるい は
それ を 凌ぐ腫瘍濃染描出能 を有す る こ と が 示 され , 肝 癌 の
T A Eの 効果判定に ほ極 め て 有用 で ある と考 え られ た .
4 . 術前診断困難 で あ っ た 肝良性腫瘍性病変の 2例
広瀬宏 一 , 渡辺俊 一 1 徳楽正 人
長尾 信 , 古川幸夫, 石 田 → 樹
森 善裕 , 山田 哲司, 北川 晋
中川正 昭(石川県立中央病院 一 般消化器 外科)
車谷 宏(同 病理科)
術前診断困難 で あ っ た 肝良性腫瘍性病変の 2例を経験 した の
で報告する .
症例1 :45歳男性 . 軽度の 肝機能障害の た め精査 した . 腹部
超音波検査に て肝右菓に モ ザイ ク 状陰影あ り . 腹部 C Tで ほ低
濃度域を 示 し, よく ェ ン ハ ン ス され た . 血 管造影に て 腫瘍濃染
が認め られ , 病理 組織検査に て 中心 性癖痕を と もなわ な い 肝局
所性結節性過形成(F N H) と判明 した .
症例: 2 74歳女性 . 主 訴ほ右上 腹部石 灰 化陰影 . C T, 血 管造
影に て 乏血管性の 石 灰 化腰痛 を認め た が , 病理 紐織検査で ほ 内
掛こ凝血 の 充満 した 単房性褒腫であ っ た .
5 . 小肝細胞を内包 した腺歴様過形成の 1 例
石 田 誠 , 三 井 毅 , 笠原喜郎
浅 田康行 , 三 浦将 司
(福井県済生会病院外科)
登谷大儀 l 福岡賢 一 , 田 中延善
(同 内科)
吉川 淳, 植 田文 明 ( 同 放射線診断部)
寺 田忠司 , 中沼安 二 (金沢大学第 2病理)
症例は65歳の 男性, 全 身倦怠感を 主訴 に 人院 した . 腹部超音
波検査に て肝 S 6に は ぼ 円形 の 低 エ コ ー 結節 を認め , 同部位は
造影CT で は L D A∴蝮腔動脈造影 で は 淡い 濃染像 , 経動脈性門
脈造影下 CT で は pe rfu sio ndefe ct と して 捉 え られ た . 小肝細
胞癌と診断 し , S 6の 楔状切除を施行 した . 切除標本で ほ小 さな
灰白色の 結節を内包す る径約1.5c m の 腫瘍を 認 め 背景 に ほ 乙
型肝硬変を認め た ∴ 組織学的に ほ E dm o nds o n2型の 小肝細胸
痛を内包す る腺慮様過形成 で あ っ た . 早期肝細胞癌の 発生過程
を考察する うえ で 示 唆 に 富む 症例である と思わ れ た .
6 ･ 重症肝外傷症例 の 検討
- 1救命例と C T所見 一
小杉光世 , 清原 薫, 山下 良平
中島久幸 , 向 歩, 森 田克哉
原 田 猛 , 伴登宏行, 小林 長
(砺汲総合病院外科)
肝は腹部外傷の 重要臓器 で , 重症例 の 救命率は低い . 状態安
態例で は C T所見に よ り非開腹保存療法も可能 で C Tの 評価は
高い . しか し シ ョ ッ ク 等不安定受傷者ほ救命緊急性 と時間浪費
を 理 由に C Tな しで 手術とな る例 が多 い . 自験肝外傷開腹例は
14例で AIS V以上 重症は 8例 , AIS V 7例 の 救命 ほ わ ずか
1 例(1 4%)で ある . AIS V7例の 救命はわ ずか 1 例(14%)で
ある ･ AIS V(IS S ≧25)の 大半ほ A A S T-LiS V血 管損傷 に 属
し術中の 術式判断に 迷い 血 液補充不足が深酷である . 血管損傷
の 大半はI V Cと 肝静脈合流近傍で あり , C T所見で 損傷葉 と血
管損傷 の 所見があれ ば そ の 価値 ほ 高い と 予想 され シ ョ ッ ク 患者
で も必 要検査 と考 え て い た . プ レ シ ョ ッ ク 例に C T施行 し
S 8 , 4 . 2 損傷に 加 え I V C周 囲の ring sign を 認め こ れ を ⅠVC
お よ び主 肝静脈損傷の 所見と し た . 術 中所見も ー 致 し左菓切
除 , S8縫合 ,ⅠV C縫合に て 救命した . 術中出血 量 16000mI で 救
命ほ術中術後の 処置に 負う所と術前 C T所見が損傷肝 に 対する
直達手術施行に 有用 と 我々 ほ 評価 した .
7 . 電気水 圧 衝撃波な どの 各種内視鏡的治療に よ り砕石 し得た
肝内結石症の 1例
太 田英樹, 毛利郁朗 , 山 口 泰志
山川 治, 河上 浩康 , 渡辺弘之
里村舌威 , 元 雄良治, 岡井 高
澤武紀雄(金沢大学 がん 研究所内科)
板谷興治( 板谷医院)
症例は52歳, 女性 . 主 訴は 発熱 と上 腹部痛で t 近 医に て胆 管
炎 を疑わ れ て , 当科に 紹介入 院. 入 院時軽度黄痘を認め , 腹部
超音波 , C Tに て 胆管炎を併発した 両 菓型肝内結 石 およ び 総胆
管結石症と診断 した . P T CD に て 症状改善後 , 経皮経肝的胆管
内視鏡(P T C S) 下に 電気水圧砕石 器 (E H L) に よ る砕石 を 計 8
回施行 して 完全砕石 した . 左肝管 に ピ ン ホ ー ル 様 の 狭 窄を 認
め
,
P T C S~Fに ダイ レ ー ク M を用 い て 拡張 した . 総胆 管結石 ほ
内視鏡的乳頭括約筋切開術後 , バ ス ケ ッ ト カ テ ー テ ル に よ り摘
出 した . E H Lは肝内結石症の 有効な砕石手段 で あり , P T C S下
の 胆 管狭窄の 拡張な どの 各種内視鏡的治療の 併用 は肝内結石症
の 有用 な 治療法と考え られ る .
8 . 興 味ある画 像所見を呈 した胆 嚢炎の 1例
加藤売朗 , 坂本 徹, 竹内正 男
寺崎修 一 , 西 村浩 一 , 下田 敦
松【'F 栄絶, 卜部 健, 金子周一
鵜浦雅ノ吉, 小林健 一 (金沢大学第 1 内科)
大村健 二 (同 第1外科)
症例は49歳 , 男性 . 直腸切除後腹膜炎を生 じ, 軽快後真菌性
眼内炎を生じた . 眼科手術前の 精査の た め 当科受診 し, 胆道系
の 異常を指摘 され た . 血 液所見で は 高度の 炎症反応と 胆道系酵
素の 上 昇が認め られ た . 腹部超音波 およ び 超音波内視鏡検査で
ほ 入 院時胆嚢内腱拡大 , high,low の 混在する内容物が 認め ら
れ , そ の 後胆嚢の 縮小∴阻喪壁の 肥 厚 が み られ た . 腹部 C T,
M RIで ほ 胆嚢壁の 肥厚 ･ 一 部突出が 見られ た . 血 管造影で は胆
嚢動脈 の 一 部不整 ･ 蛇行お よび 淡い tu m or stain 様所見が見 ら
れ た . 胆嚢摘出術を施行さ れ , そ の 観撒か らfor my c ell多数 ,
一 部 に 異物巨細胞を伴う肉芽膣様構造が み られ る全層性の 黄色
肉芽腰性阻喪炎 と診断 した .
9 . M irzzi症候群の 治験例
小西 一 朗 , ニ 上文夫 , 木南伸 一
800
鎌 田 徹 , 渡辺俊雄 , 田尻 潔
草島義徳 , 広野禎介(富山市民病院外科)
症例1 :51歳女性 . 黄痘 で 入院 . 画像診断 で M irizzi 症候群
の 診断に て 手術施行 . 胆嚢後壁 に て胆管修復 し, T-tube 挿入 .
術後34日 冒 に tube 抜去 し Ato m etube 挿入 . 胆管 は い まだ 不
整形に狭窄 し, 術後 の 胆道狭窄 が懸念 され た . しか し, 術後 2
年半 : 3年10カ 月 目に施行 した DICで は , 極 め て ス ム ー ス な 胆
管形態 を示 し, 何 ら症状は なく順調 に 経過 して い る .
症例 2 :65歳男性 . 肝門部閉塞 に 対 し P T C D施行 . 10 日 目の
造影で 胆 管再開通 をみ , 3 W 目の 造 影 で は 完全 に 治癒 し た .
M irizzi症候群 に 対す る P T C Dの 有効性が 示 唆 され た .
10. 急速 な転帰を 示 した胆嚢扁平上皮癌の 1例
荒川 元, 伊井 徹 , 竹 田利弥
中野達夫, 森 和弘 , 葦原正 都
太 田哲生, 上 野桂 一 , 泉 良平
永川宅和, 宮崎達夫(金沢大学第2外科)
蒲田敏文, 松井 修( 同 放射線科)
11. 結腸狭窄をきた した慢性膵炎の 1例
平野 乱 加藤明之 , 村上 望
矢崎 亨凱 上 山圭 一 , 橋川弘騰
( 厚生連高岡病院外科)
福井則子 , 北川清秀( 同 放射線科)
増 田信 二 ( 同 病理科)
症例は53歳 , 男性 で ある . ア ル コ ー ル 歴 は な く , 食欲不振を
主 訴 に 来院 した . 腹部単純写真 で は小腸 ガ ス の 増加を認めた.
注腸透視で は 横行結腸脾琴曲部付近 で造影剤の 中断を認め, 先
端 は筆先様を 呈 して い た ･ 腹部 エ コ ー で は 横行結腸 の 壁の 肥厚
を認め た ･ 腹部 C T で ほ横行結腸脾湾曲部付近で壁 が肥厚し,
辺縁不 整な 歴癌を形成 して い た . また そ の ロ 側は 内腱拡張し,
鏡面像を 呈 して い た . 以上 よ り横行結腸癌と診断 し手術を施行
した . 開腹す ると膵 は 正常膵 と ほ異な り , 全体に 硬く慢性膵炎
様を 呈 して い た . 腰痛 ほ 横行結腸 を と り ま く よ う に 存在 し,
凱 小腸お よ び 脚 こ浸潤 して い る よ うに み え た が , 膵と の連続
性か ら炎症性腫癌 と考 え られ た た め 膵を 温存 し, 胃 ･ 結腸およ
び小腸を切除 した . 術後 の E R C Pで は 慢性膵炎に 矛盾 し ない
像を 呈 して い た . 病理学的 に は 腰癌は び ま ん性 に好中球の浸潤
が み られ , 処 々 で 腫瘍 を形成 し , 膵炎に よ る炎症 の 波及と考え
られ た .
